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※インソースとアウトソースを併用している場合は、成熟度の高い方をチェックしてくださ
い。

機能 領域 0 1 2 3 4 5 0 1 2 3 4 5 備考

A‐1. 全体方針管理 領域Ⅰ

A‐2. トリアージ基準管理 領域Ⅱ

A‐3. アクション方針管理 領域Ⅰ

A‐4. 品質管理 領域Ⅰ

A‐5. セキュリティ対応効果測定 領域Ⅱ

A‐6. リソース管理 領域Ⅰ

B‐1. リアルタイム基本分析 領域Ⅳ

B‐2. リアルタイム高度分析 領域Ⅲ

B‐3. トリアージ情報収集 領域Ⅳ

B‐4. リアルタイム分析報告 領域Ⅳ

B‐5. 分析内容問合受付 領域Ⅳ

C‐1. ネットワークフォレンジック 領域Ⅲ

C‐2. デジタルフォレンジック 領域Ⅲ

C‐3. 検体解析 領域Ⅲ

C‐4. サイバーキルチェーン分析 領域Ⅲ

C‐5. 証拠保全 領域Ⅲ

D‐1. インシデント受付 領域Ⅱ

D‐2. インシデント管理 領域Ⅰ

D‐3. インシデント分析 領域Ⅱ

D‐4. リモート対処 領域Ⅱ

D‐5. オンサイト対処 領域Ⅲ

D‐6. インシデント対応内部連携 領域Ⅰ

D‐7. インシデント対応外部連携 領域Ⅱ

インソース アウトソース

役割

A. セキュリティ対応組織運営

B. リアルタイムアナリシス
（即時分析）

C. ディープアナリシス
（深掘分析）

D. インシデント対応
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